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Abstract: This paper describes the relationship of the road alignments and behavior of the vehicle. In recent years, not only safety but 

also comfortability has been emphasized for driving on the road. Studies has been carried out on vibration and acceleration on the 

vehicle. However, verification has not been done about the relationship of the behavior of the vehicle and road alignments. Therefore, 

in this study the relationship between the behavior of the vehicle and road alignment has been examined. 

 

１． はじめに 

 近年，道路は安全であるだけでなく，乗り心地など

の快適性が重視されてきている．乗り心地は，人間の

主観が大きく影響するため，乗り心地と自動車から受

ける振動や加速度との関連についての研究が行われて

いる［１］［２］．しかし，道路の線形が自動車の挙動に及

ぼす影響についての検証はなされていない． 

 本研究では，乗り心地の評価を行う前提として，高

精度な走行軌跡と車両姿勢を取得し，道路の線形と自

動車の挙動にどのような関係があるかを明らかにする

ことを目的とする． 

 

２．実験機器について 

本研究では，高精度な走行軌跡と車両の挙動を取得

する必要があるため，モバイルマッピングシステム(ニ

コン・トリンブル社製のMX-8)を使用した(Figure.1)． 

 

 

Figure1.MX-8 

 モバイルマッピングシステムとは，自動車に搭載し

て走行することで，道路及びその周辺の構造物の計測

を行い，３次元モデルを作成するための情報を取得す

ることができるシステムである．計測地点の位置情報

を高精度に取得するため，GNSSアンテナ(衛星測位用

受信機)，IMU(慣性航法装置)，DMI(走行距離計)を備え

ている． IMU は位置情報を計算するために，装置に

かかる 3 軸の速度やロール角，ピッチ角，ヘディング

角等を計測しており，モバイルマッピングシステムで

は，IMU，DMIと GNSSアンテナによる測位を利用し

た，高精度な走行軌跡データ(POS データ)を取得する

事が可能である．本研究では，この POSデータを使用

する． 

 

３．実験概要 

(1)実験目的 

道路線形と自動車の挙動の関係を調べることを目的

とし，モバイルマッピングシステムを用いて，POS デ

ータを取得する． 

(2)実験概要 

実験は，2013年 9月 6日に日本大学理工学部船橋校

舎周辺の道路で行った．走行ルートは，事前に地図等

を用いて検討を行い，比較的平坦な直線の他に高低差

のある勾配や曲線を含むようにした．走行ルートを左

回り，右回りそれぞれ走行して POSデータの取得を行

い，ルート上の勾配については，自動車が登る場合と

下る場合どちらのデータも取得した．データの取得間

隔は１Hzである． 

 

４．実験結果  

 実験で取得した POS データの緯度経度の情報から，

走行軌跡を示したものが Figure2である． 
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Figure2.Runing track data 

 

 Figure2において，Case.1は登り勾配から平坦路に変

化する区間である．Case.1のOrthometric height(海抜高

度)と Pitch角の関係を示した表が Table1，図が Figure3

である．この図表より，勾配が終わる地点で Pitch角は

浅くなっているが，海抜高度と比較すると平坦な部分

でも小刻みに変化している．これは路面の凹凸や自動

車の加減速による挙動が影響として考えられる． 

 

Table1.Observation data at Case.1 

 

 

Figure3.Pitch and orthometric height data at Case.1 

 Figure2において，Case.2は直線から曲線に変化する

区間である．Case.2の distance(走行距離)と Roll角の関

係を示した表が Table2，図が Figure4である．Roll角は

直線から曲線に変化する地点から大きく変化している．

また，直線部でも Roll角が生じているのは道路の横断

勾配の影響が考えられる． 

 

Table2.Observation data at Case.2 

 

 

 

Figure4.Roll and distance data at Case.2 

 

５．おわりに 

現時点では，実験の結果を示したのみで解析の途中

である．今後は勾配と Pitch 角の関係や，地点ごとの

Roll 角の値から，どのような要因で変化したか等，道

路線形と車両の挙動の関係を明らかにする予定である． 
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